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鶴
薗
・
小
園
氏
を
最
重
点
に

県議選推薦候補に41氏
　

任
期
満
了
に
伴
う
鹿
児
島
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
３
月
29
日
に
告
示
、
４
月
７
日
に

投
・
開
票
が
行
わ
れ
る
。
今
回
の
選
挙
は
定
数
51
議
席
で
、
21
選
挙
区
。
３
月
21
日
現
在

67
人
が
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る
。
内
訳
は
、
現
職
45
、
元
職
１
、
新
人
21
人
。

　

鹿
児
島
県
医
師
連
盟(

池
田

哉
委
員
長)

は
３
月
11
日
に
開
い
た
第
３
回
執
行
委

員
会
で
、
立
候
補
が
予
想
さ
れ
る
人
物
の
推
薦
候
補
を
次
の
通
り
決
め
た
。
推
薦
候
補

は
41
人（
現
職
35
、
新
人
６
）で
、
自
民
党
38
人
、
無
所
属
３
人
。
自
民
公
認
の
鶴
薗
候

補（
薩
摩
川
内
市
区
）と
小
園
候
補（
指
宿
市
区
）の
２
人
を
最
重
点
候
補
に
、
他
の
自
民

公
認
候
補
33
人
を
重
点
候
補
、
そ
の
他
６
人
を
推
薦
候
補
に
決
め
た
。
各
選
挙
区
管
轄

の
郡
市
医
師
連
盟
が
支
援
活
動
を
展
開
す
る
。

　

池
田
委
員
長
は
今
回
の
県
議
選
に
つ
い
て
、「
我
々
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
四
年

に
一
度
の
大
事
な
選
挙
だ
。
推
薦
候
補
全
員
の
当
選
を
目
指
し
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

選挙区別 県医師連盟推薦

鹿児島市・鹿児島郡区
（定数 17名）
鹿児島市医師連盟

○桑　鶴　　　勉（72）自現④
○寺　田　洋　一（65）自現③
○藤　崎　　　剛（45）自現③
○長　田　康　秀（41）自現②
○宝　来　良　治（50）自現①
○柴　立　鉄　平（39）自新　
□大　園　清　信（64）自現⑤

薩摩川内市区
（定数３名）
川内市医師連盟

◎鶴　薗　真佐彦（65）自現⑤
○外　薗　勝　蔵（67）自現⑤
○田　中　良　二（62）自現③

鹿屋市・垂水市区
（定数４名）
鹿屋市医師連盟

○堀之内　芳　平（65）自現④
○大久保　博　文（54）自現②
○郷　原　拓　男（41）自現①
○津　崎　方　靖（44）自新　

枕崎市区
（定数１名）
枕崎市医師連盟

○西　村　　　協（65）自現①

いちき串木野市区
（定数１名）

いちき串木野市医師連盟
○吉　留　厚　宏（57）自現④

伊佐市区
（定数１名）
伊佐市医師連盟

○池　畑　憲　一（71）自現⑥

指宿市区
（定数１名）
指宿医師連盟

◎小　園　成　美（60）自現④

南さつま市区
（定数１名） ○園　田　　　豊（58）自現③

南九州市区
（定数１名）
南薩医師連盟

○田　畑　浩一郎（42）自現①

日置市区
（定数２名）
日置市医師連盟

○前　原　　　尉（60）自現⑤

薩摩郡区
（定数１名）

○井　上　章　三（71）自現②
□白　石　　　誠（40）無新　

薩摩川内市区
（定数３名）
薩摩郡医師連盟

◎鶴　薗　真佐彦（65）自現⑤
○外　薗　勝　蔵（67）自現⑤
○田　中　良　二（62）自現③

選挙区別 県医師連盟推薦
阿久根市・出水郡区
（定数１名） ○中　村　素　子（46）自現①

出水市区
（定数２名）
出水郡医師連盟

○堀　口　文　治（64）自現②
○伊　藤　浩　樹（53）自現①
□小　幡　興太郎（48）無新　

霧島市・姶良郡区
（定数４名）

○田之上　耕　三（75）自現⑧
○山　田　国　治（73）自現⑧
○鶴　丸　明　人（72）自現①

姶良市区
（定数２名）
姶良地区医師連盟

○酒　匂　卓　郎（48）自現④
□米　丸　麻希子（43）無新　

曽於市区
（定数１名） ○瀬戸口　三　郎（66）自現②

志布志市・曽於郡区
（定数１名）
曽於医師連盟

○西　髙　　　悟（58）自現②

肝属郡区
（定数１名） ○鶴　田　志　郎（61）自現⑤

鹿屋市・垂水市区
（定数４名）
肝属郡医師連盟

○堀之内　芳　平（65）自現④
○大久保　博　文（54）自現②
○郷　原　拓　男（41）自現①
○津　崎　方　靖（44）自新　

肝属郡区
（定数１名）
肝属東部医師連盟

○鶴　田　志　郎（61）自現⑤

西之表市・熊毛郡区
（定数２名）
熊毛地区医師連盟

○松　里　保　葊（61）自現⑥
○日　高　　　滋（64）自現⑤

奄美市区
（定数２名）

○永　井　章　義（61）自現④
□向　井　俊　夫（69）自現①

大島郡区
（定数２名）
大島郡医師連盟

○寿　　　　　肇（45）自新　
□禧　久　伸一郎（62）自現③

県
議
選
の
推
薦
候
補
を
決
め
た
医
師
連
盟
の
執
行
委
員
会
＝
鹿
児
島
県
医
師
会
館
＝

◎……最重点候補
○……重点候補

□……推薦候補
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成
育
医
療
施
策
の
総
合
的
推

進
に
向
け
た
議
員
立
法
の
成
育

基
本
法
が
、
２
０
１
８
年
12
月

８
日
未
明
、
参
議
院
本
会
議

で
、
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立

し
た
。
政
府
は
今
後
法
の
理
念

に
基
づ
き
、「
成
育
医
療
等
基

本
方
針
」を
定
め
る
が
、
基
本

方
針
に
関
連
し
て
、
厚
生
労
働

省
は「
成
育
医
療
等
協
議
会
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
法
律
の
正
式
名
称
は「
成
育

過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護

者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
、
必

要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目

な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策

の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法

律
」。

　
法
律
の
目
的
を
説
明
し
た
第

一
条
で
は「
成
育
医
療
等
の
提

供
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、
基

本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公

共
団
体
、
保
護
者
お
よ
び
医
療

関
係
者
等
の
責
務
等
を
明
ら
か

に
し
、
な
ら
び
に
成
育
医
療
等

基
本
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
定

め
る
と
と
も
に
、
成
育
医
療
等

の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
お

よ
び
そ
の
保
護
者
な
ら
び
に
妊

産
婦
に
対
し
、
必
要
な
成
育
医

　「
成
育
基
本
法
」

が
、
今
国
会
で
成

立
し
た
。
日
本
小

児
科
医
会
や
日
本

医
師
会
は
、
本
法
の
制
定
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た「
小
児
保
健
法
」

の
検
討
か
ら
、
20
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
、
国
に
対
し
て
、

法
案
成
立
を
強
く
要
請
し
続
け

て
き
た
。
制
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
た
私
に
と
っ
て
も
、

悲
願
の
法
案
成
立
で
あ
り
、
こ

の
法
律
が
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
希
望
を
も
た
ら
し
、
心

身
の
健
や
か
な
成
長
に
寄
与
す

療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る

た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
」と
記
し
て
い
る
。

　
成
育
基
本
法
の
成
立
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
30
年
５
月
22

日
、
超
党
派
の「
成
育
医
療
等

基
本
法
の
成
立
に
向
け
た
議
員

連
盟
」（
河
村
建
夫
会
長
、
羽

生
田
俊
会
長
代
行
、
自
見
は

な
こ
事
務
局
長
）が
設
立
さ
れ

た
。
連
盟
で
は
10
月
９
日
ま
で

に
、
６
回
の
総
会
を
重
ね
、
妊

娠
期
間
の
サ
ポ
ー
ト
、
性
教
育

や
出
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

議
論
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
し

る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。

　
成
育
基
本
法
は
、
出
生
に
始

ま
り
、
新
生
児
期
、
乳
幼
児

期
、
学
童
期
お
よ
び
思
春
期

を
経
て
、
大
人
に
な
る
ま
で
の

一
連
の
成
長
過
程
を「
成
育
過

程
」と
定
め
、
妊
娠
、
出
産
お

よ
び
育
児
に
関
す
る
問
題
、
成

育
過
程
の
各
段
階
に
お
い
て
生

じ
る
、
心
身
の
健
康
に
関
す
る

問
題
等
を
包
括
的
に
捉
え
て
、

適
切
に
対
応
す
る
医
療
お
よ
び

保
健
な
ら
び
に
、
こ
れ
ら
に
密

接
に
関
連
す
る
教
育
、
福
祉
等

に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
等
を「
成

育
医
療
等
」と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
の
健
全
な

成
育
の
た
め
に
、
国
や
市
町
村
、

て
、
日
本
医
師
会
、
日
本
小
児

科
医
会
、
日
本
産
婦
人
科
医
会

の
意
見
も
聴
取
し
な
が
ら
、
10

月
９
日
の
総
会
に
骨
子
案
を
提

示
、
超
党
派
国
会
議
員
に
よ
る

年
末
の
法
案
提
出
と
な
っ
た
。

　
事
務
局
長
の
自
見
は
な
こ
参

院
議
員
は「
根
本
的
に
必
要
な

も
の
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
届
く
支
援
で
あ
り
、
小
児

医
療
の
み
で
は
な
く
、
小
児
保

健
の
支
援
強
化
を
含
め
、
縦
割

り
を
排
し
て
、
多
職
種
が
有
機

的
に
連
携
で
き
る
仕
組
み
が
必

要
だ
」と
強
調
し
て
い
る
。

保
護
者
、
医
療
関
係
者
等
の
責

務
が
明
記
さ
れ
、
成
育
医
療
等

の
提
供
の
た
め
の
施
策
の
実
施

と
そ
の
支
援
等
を
求
め
て
い
る
。

　
具
体
策
と
し
て
は
、
妊
産
婦

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る

支
援
、
新
生
児
難
聴
や
医
療
的

ケ
ア
児
へ
の
支
援
、
就
学
前
後

の
切
れ
目
な
い
健
康
増
進
支
援

体
制
強
化
、
児
童
虐
待
の
発
生

予
防
・
早
期
発
見
の
促
進
等
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
成
育
基
本
法
は
、
な
に
よ
り

も
子
ど
も
の
視
点
か
ら
考
え
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
日
本
小
児

科
医
会
に
お
い
て
、
子
育
て
支

援
策
と
少
子
化
対
策
の
両
面
か

ら
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

　
鹿
児
島
県
医
師
連
盟（
池
田

哉
委
員
長
）は
、
今
回
の
成

育
基
本
法
の
国
会
成
立
に
あ

た
っ
て
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
国
会
議
員
３
氏
の「
励
ま
す

会
」を
以
下
の
通
り
連
盟
内
に

設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　「
尾
辻
　
秀
久
参
議
院
議
員

を
励
ま
す
会
」、「
森
山
　
𥙿

衆
議
院
議
員
を
励
ま
す
会
」、

「
羽
生
田
　
俊
参
議
院
議
員
を

励
ま
す
会
」

　
い
ず
れ
の「
励
ま
す
会
」
も

発
起
人
代
表
は
、
鹿
児
島
県
医

師
連
盟
委
員
長
　
池
田
　

哉

　
成
育
基
本
法
が
国
会
で
成
立

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
日
本
医

師
会
は
12
月
11
日「
本
法
の
制

定
は
大
き
な
一
歩
だ
が
、
今

後
、
政
府
に
お
い
て
、
実
効
性

の
あ
る
施
策
の
確
実
な
実
現
を

求
め
る
」と
す
る
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
た
。
平
川
俊
夫
常
任
理

事
は
12
月
19
日
の
定
例
記
者
会

見
で「
今
後
の
基
本
方
針
策
定

や
協
議
会
で
の
議
論
に
積
極
的

に
臨
む
」
と
し
た
上
で
、「
地

域
特
性
に
応
じ
た
施
策
の
実
施

に
向
け
た
検
討
の
場
に
日
医

や
、
都
道
府
県
医
師
会
な
ど
の

意
見
を
反
映
さ
せ
た
い
」と
述

べ
た
。
ま
た
、
日
医
は
基
本
法

成
立
の
原
動
力
と
な
っ
た
超
党

派
の「
成
育
医
療
等
基
本
法
成

立
に
向
け
た
議
員
連
盟
」（
河

村
建
夫
会
長
、
羽
生
田
俊
会

長
代
行
、
自
見
は
な
こ
事
務
局

長
）へ
の
謝
辞
も
表
明
し
た
。

　
鹿
児
島
県
医
師
会
の
池
田

哉
会
長
は
、「
長
年
、
法
案
成

で
、
制
定
へ
の
動
き
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
日
本
医
師
会
で

は
、
胎
児
期
か
ら
次
世
代
の
成

人
期
に
至
る
、
人
間
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
ま
で
含
め
た
対
応
が

必
要
だ
と
し
て
、
当
初
考
え
ら

れ
て
い
た「
小
児
保
健
法
」
の

名
称
を「
成
育

基
本
法
」
に
変

更
し
た
経
緯
が

あ
る
。

　
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
し
、

子
育
て
を
果
た
し
、
子
ど
も

が
地
域
・
社
会
の
中
で
心
身
共

に
健
や
か
に
成
長
し
、
次
の
世

代
を
生
み
出
す
健
康
な
成
人
に

育
っ
て
い
く
、
そ
れ
ら
が
保
障

さ
れ
る
社
会
を
形
成
す
る
こ
と

は
、
極
め
て
重
要
と
い
う
我
々

の
共
通
認
識
が
立
法
化
を
求
め

た
背
景
に
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国

は
、
出
生
減
少
と
寿
命
の
延

伸
に
よ
り
、
世
界
で
も
類
を

見
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

２
０
５
５
年
の
高
齢
化
率
は

40
・
５
％
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
が
経
済
や
社

会
環
境
に
与
え
る
影
響
は
大
き

く
、
先
行
き
不
安
な
社
会
情
勢

も
相
ま
っ
て
妊
娠
・
出
産
や
子

育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

も
、
現
行
の
医
療
保
険
制
度
、

母
子
保
健
法
、
学
校
保
健
安
全

法
、
児
童
福
祉
法
な
ど
の
関
連

法
を
参
考
に
し
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
、
教
育
を
包
合
し
た
総
合

的
・
社
会
的
支
援
制
度
を
早
急

に
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
が
個
々
に
実
施

し
て
き
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

　
発
起
人
は
、
鹿
児
島
県
医
師

連
盟
副
委
員
長
　
野
村
　
秀

洋
、
同
副
委
員
長
　
林
　
芳

郎
、
同
副
委
員
長
　
鉾
之
原
　

大
助
、
同
常
任
執
行
委
員
　
黒

木
　
康
文
、同
常
任
執
行
委
員

増
田
　
吉
彦
、
同
執
行
委
員
　

鹿
島
　
直
子
、
同
執
行
委
員
　

牧
角
　
寛
郎
、
同
執
行
委
員
　

赤
崎
　
安
隆
、
同
執
行
委
員
　

大
西
　
浩
之

て
期
に
わ
た
る
支
援
を
、
16
年

度
よ
り「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」で
包
括
し
て
行

う
よ
う
に
な
り
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
が
整
い
つ
つ

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
各
機

関
と
の
連
携
・
情
報
の
共
有
を

図
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
総
合
的
相
談
や
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
全
て
の
妊

産
婦
の
状
況
を
継
続
的
に
把
握

し
、
子
育
て
世
代
の「
安
心
感
」

を
釀
成
す
る
。
20
年
度
末
ま
で

に
全
国
に
設
置
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
鹿
児
島
県
で
は
、
18
年
４

月
１
日
現
在
、
10
市
５
町
村
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
早
期
に
全

て
の
市
町
村
に
開
設
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の「
ネ
ウ
ボ

ラ
」に
似
た
仕
組
み
で
、
ネ
ウ

ボ
ラ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で

「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
所
」を
意

味
す
る
。
妊
娠
中
か
ら
、
子
ど

も
の
成
人
ま
で
を
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
職
が
連
携
し
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

　
今
回
、
成
育
基
本
法
が
制
定

さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
ス
タ
ー
ト

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
こ
の
基
本

法
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

連
法
が
動
き
出
す
。
今
後
も
そ

の
経
過
を
注
視
し
、
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
、
妊
産
婦
の
た
め

の
施
策
の
制
定
に
向
け
た
意
見

を
述
べ
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
成
育
基
本
法
が
、
我
々
世

代
か
ら
、
将
来
の
我
が
国
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守

り
、
支
え
続
け
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

立
を
要
望
し
て
き
た
だ
け
に
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
鹿
児

島
県
に
お
い
て
も
行
政
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
実

効
性
の
あ
る
施
策
と
取
り
組

み
、
確
実
な
実
現
を
目
指
し
て

い
く
」と
話
し
た
。

鹿児島県医師会長
池田 哉

成
育
基
本
法
が
成
立

政
府
、
基
本
方
針
策
定
へ

実効性のある施策実現を
―成育基本法の成立受け、日医―

国
会
議
員
３
氏
の
励
ま
す
会
設
置

「成育基本法」
成立の意義

妊
娠
期
か
ら
支
援
目
指
す


